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研究成果の概要（和文）：1H-MRSはMRIによる成分分析の手法であるが、病変の大きさや口腔・顎・顔面領域の
解剖構造の複雑さのためその適用は困難を極めていた。今回の研究によりそれらを払拭し、臨床応用の可能性を
高め、適用範囲を拡大することができた。実際に口腔がんから得られた結果よりいくつかの成分が検出された。
これらの成分量により新しい情報が得られるようになり、その他の従来の検査と併せて予後を検討する礎を築い
た。

研究成果の概要（英文）：1H-Magnetic Resonance Spectroscopy had only limited application. That’s 
caused by the size of lesion and the complicated anatomical structures in oral and maxillofacial 
region. We overcome those problems and widened its application range by this study. Some components 
were detected from oral and maxillofacial lesions by 1H-Magnetic Resonance Spectroscopy. We laid the
 foundation of prognosis with this method.

研究分野： 病態科学系歯学・歯科放射線学

キーワード： MR spectroscopy　口腔がん
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１．研究開始当初の背景 

我が国の超高齢社会の到来により、様々な

組織・器官でこれ迄注目されてこなかった

多くの疾患にスポットが当たるようになっ

ている。特に口腔・顎・顔面領域に関連す

る疾患は、快適な Quality of life（QOL）

を送るための摂食・嚥下を障害することか

らその注目度は極めて高くなってきた。特

に口腔がんは口腔の機能を多く失ってしま

うため、注意するべき疾患として診断、治

療の重要性が指摘されている。腫瘤性疾患

の評価は CT、MRI、超音波検査及び
18F-FDG/PET 検査の研究により、近年目覚ま

しい発展を遂げている。しかし、典型像を

示さない病変の鑑別、活動性及び再発等の

予後予測は極めて難しいことを経験する。 
1H-MRS は中枢神経領域や前立腺、乳腺に応用

する研究が盛んに行われているMRIによる成

分分析の手法である。1H-MRS による Choline、

Creatin、N-acetyl aspartate 等の成分分析

の結果、それらの領域では鑑別診断及び再発

診断の有意な向上が報告されている。それに

も関わらず、口腔・顎・顔面領域においては

報告が少ない。1H-MRS による病変の成分分析

を加えることで、これまでとは異なった情報

を得ることが可能となる。そこで、我々はこ

れ迄の形態学的な評価に加えて、1H-MRS をは

じめ 18F-FDG-CT-CT、拡散強調画像、ADC map

等の機能的評価を加え、総合判断することで

その限界を打破できないかと考えた。 

２．研究の目的 
1H-MRSによる病変の成分分析が可能になると、

これまでとは異なった情報を得ることがで

き、18F-FDG-CT-CT、拡散強調画像、ADC map

等と組み合わせることで診断能の向上が見

込まれる。それにも関わらず、口腔・顎・顔

面領域においてはその研究報告は極めて少

なく、また診断への応用は困難とされている

のが現状である。その理由には口腔・顎・顔

面領域における磁場の不均一性、対象となる

病変が大きくなければ十分な検査結果を得

ることが困難であるといった問題、周囲脂肪

組織からのノイズが大きいといった問題等

が挙げられる。我々はこれらの問題点を打破

し、1H-MRS の口腔・顎・顔面領域への臨床応

用を目的とした。また同時に、MRS と従来の

診断画像との融合により、総合的診断能を向

上 さ せ る こ と を 目 的 と し て 従 来 の
18F-FDG-CT-CT、拡散強調画像などについても

併せて検討した。 

３．研究の方法 

当大学倫理委員会の承認（承認番号 12-16）

を得て研究を遂行した。1H-MRS sequence

の検討における研究対象は健常者ボランテ

ィア 15 名であった。舌、唾液腺、咀嚼筋な

どそれぞれの撮像対象ごとに最適な撮像条

件を検討した。患者に関しては厚生労働省

より告示されている「臨床研究に関する倫

理指針」に則って被験者個人の尊厳、人権

の尊重及びプライバシーの保護には十分留

意して研究を実施した。被検者に対して
1H-MRS 撮影を含めた以下の検査を行った。

撮影は、パノラマエックス線画像、CT、MRI、
18F-FDG-PET-CT を施行した。MRI 検査は東芝

社製 1.5 Tesla 全身用 MRI 装置（Excelart 

Vantage by Atlas）を用いて施行した。撮

像領域は口腔がんの局所領域、全頸部、耳

下腺領域、舌下腺領域及び下顎骨を含めた。

MR 撮影に関しては MRS 、T1 強調画像、T2

強調画像、造影 Dynamic T1 強調画像、拡散

強調画像、functional MRI（fMRI）、Dynamic 

MR sialographic image などを施行した。
1H-MRS を撮像し、腫瘍内の choline や Cr

などの成分量を数値化して検討した。T1、

T2 強調画像にて患者の口腔がんについて、

形態的変化を評価した。拡散強調画像を撮

像し、画像を基に見かけ上の拡散係数（ADC）

の分布を表す ADC map を作成した。腫瘍内

の適切な部位にROIを取り、腫瘍ごとにADC

値を検討した。 



なお、治療に関しては主治医の判断、患者の

希望に任せて行うものとした。また、
18FDG-PET-CT を早期像、晩期像共に撮像し、

それより各悪性腫瘍における平均 18FDG の集

積率（SUVmean）及び SUV の最大値（SUVmax）

を取得した。また、遠隔転移及び重複がんの

存在も評価することとした。 

４．研究成果 
1H-MRSの健常者ボランティアに関して、

Surface coil の導入、local shimming の改

善及び manual shimming による磁場不均一性

への対策を講じた。MRS のパラメータ設定、

ノイズ除去のためのサチュレーションパル

スの配置を検討しボクセルサイズを 5 mm 四

方とした。唾液腺については脂肪含有量が多

く Cr などの目的のピークが脂肪のピークに

隠れてしまい、データ取得が困難であった。

一方、脂肪含量が比較的少ない組織では成分

のピークが検出可能であった。筋内脂肪が大

きなピークを示しているが水抑制は十分に

効果を示し、Cr のピークが検出可能であった。

口腔・顎・顔面領域の腫瘤性疾患の多くは脂

肪組織をほとんど形成しないこととボクセ

ルサイズを小さくすることができたことか

ら、MRS の臨床応用を視野にいれることが可

能と考える。 

病変の 1H-MRSに関して口腔がんから取得し

た MRS の一例を示す。 

Choline, NAA, Cr などのピークが検出されて

いる。この患者の病変は咽頭部に発生した扁

平上皮癌であった。Choline は細胞膜代謝の

うちリン脂質に関係する代謝物であり、細胞

膜代謝の破壊や更新と相関することが多い

とされ、今回のピークの検出と合致する結果

と考えられる。Cho/Cr 比は上述の筋組織のも

のと比較すると有意に高い値であった。NAA

は神経細胞に比較的高密度に局在している

とされる物質で、脳腫瘍で頻用されるマーカ

ーであり、それ以外の領域ではあまり指標と

されなかった。しかし、同部にピークが認め

られることから今回の研究目的のひとつで

ある悪性度判定や鑑別診断の指標となり得

る可能性があると考える。また、2.5 ppm や

3.8 ppm にもピークを検出している。これら

の物質についても同様のことが当てはまる。

我々の研究で用いたボクセルサイズはこれ

までの報告と比較し1/4以下で実施すること

が可能となった。 
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